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教 科 名 科 目 名 学 年 履修形態 単位数 担 当 者

国 語 論理国語 ２ 必 修 ４ 岡 崎 淳 一

使用教科書 第一学習社 高等学校標準論理国語

使用副教材 いいずな書店 新装版漢字トレーニング

科目の目標 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育

成することを目指す。

知識及び技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

思考力表現力 論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わり

判断力等 の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりすることができるように

する。

学びに向かう力 言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、

人間性等 我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとす

る態度を養う。

学 習 の 知識及び技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け、適切に使うことができる。

到 達 目 標

思考力表現力 論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わり

判断力等 の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりすることができる。

学びに向かう力 言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、

人間性等 我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとす

る態度を自ら培うことができる。

学 習 の 原則毎時間、漢字の小テストを実施する。

留 意 点

評 価 規 準 【知識・技能】

実社会に必要な国語の知識や技能を身につけている。

【思考・判断・表現】

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創

造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを広げたり深めたりしながら、言

葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我

が国の言語文化の担い手としての自覚を深めて言葉を効果的に使おうとしている。
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年間学習計画
評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態度：主体的に学習に取り組む態度）

月 時数 単元・学習内容 評価規準 評価方法

新しい地球観 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

４ ７ （毛利衛） 解を深め、情報を階層化して整理して 発問評価

いる。 指名音読

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 定期考査

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 【思】発問評価

の示し方や説明の仕方を考えるととも 発表・報告

に、表現の仕方を工夫している。 定期考査

「読むこと」（４ｈ）において、内容 【主】活動観察

や構成、論理の展開を的確に捉え、論

点を明確にしながら要旨を把握してい

る。

【主】オーサグラフ地図の特徴を捉え、

筆者が述べる「新しい地球観」との関

連について積極的に考察しようとして

いる。

進化が導き出した答え 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

７ （稲垣栄洋） 解を深め、情報を階層化して整理して 発問評価

いる。 指名音読

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 定期考査

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 【思】発問評価

の示し方や説明の仕方を考えるととも 発表・報告

に、表現の仕方を工夫している。 定期考査

「読むこと」（４ｈ）において、内容 【主】活動観察

や構成、論理の展開を的確に捉え、論

点を明確にしながら要旨を把握してい

る。

５ 【主】生物の進化における多様化につ

いて理解し、それを人間の生き方に照

らして積極的に考えを深めようとして

いる。

情けは人の・・・ 【知】文章の構成や展開の仕方につい 【知】漢字の小テスト

７ （俵万智） て理解を深めている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 定期考査

の示し方や説明の仕方を考えるととも 【思】発問評価

に、表現の仕方を工夫している。 指名音読

「読むこと」（４ｈ）において、文章 発表・報告

に含まれている情報を相互に関係づけ 定期考査

ながら、内容や書き手の意図を解釈す 【主】活動観察

るとともに、自分の考えを深めている。

【主】本文中に示された言葉の正しい

意味を知るとともに、言葉に対する筆
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者の姿勢を積極的に読み取ろうとして

いる。

犬も歩けば棒に当たる 【知】文章の構成や展開の仕方につい 【知】漢字の小テスト

７ （阿刀田高） て理解を深めている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 定期考査

の示し方や説明の仕方を考えるととも 【思】発問評価

に、表現の仕方を工夫している。 指名音読

「読むこと」（４ｈ）において、文章 発表・報告

に含まれている情報を相互に関係づけ 定期考査

ながら、内容や書き手の意図を解釈す 【主】活動観察

るとともに、自分の考えを深めている。

６ 【主】一つのことわざについて複数の

解釈を提示する文章を読んで、日本語

の多様性について積極的に理解を深め

ようとしている。

バラと通過はどう違う？ 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

７ （浜矩子） 解を深め、情報を階層化して整理して 発問評価

いる。 指名音読

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 定期考査

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 【思】発問評価

の示し方や説明の仕方を考えるととも 発表・報告

に、表現の仕方を工夫している。 定期考査

「読むこと」（４ｈ）において、文章 【主】活動観察

の種類を踏まえて、内容や構成、論理

の展開などについて叙述を基に的確に

捉え、要旨や要点を把握している。

【主】本文中で通過と対比されてい

るものの性質を把握し、筆者が述べる

通過の本質を積極的に理解しようとし

ている。

ヒトはなぜヒトになったか 【知】文章の構成や展開の仕方につい 【知】漢字の小テスト

７ （長谷川眞理子） て理解を深めている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 活動観察

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 【思】発問評価

の示し方や説明の仕方を考えるととも 発表・報告

に、表現の仕方を工夫している。 活動観察

「読むこと」（４ｈ）において、文章 【主】活動観察

の種類を踏まえて、内容や構成、論理

の展開などについて叙述を基に的確に

捉え、要旨や要点を把握している。

【主】因果関係を解き明かしていく論

理構成の手順を把握し、ヒトの進化の

過程を積極的に理解しようとしてい

る。

共同性の幻想 【知】語句の量を増やし、語彙を豊か 【知】漢字の小テスト
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７ ７ （菅野仁） にしている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 定期考査

の示し方や説明の仕方を考えるととも 【思】発問評価

に、表現の仕方を工夫している。 指名音読

「読むこと」（４ｈ）において、根拠 発表・報告

や論拠を批判的に検討し、文章の妥当 定期考査

性や信頼性を吟味して内容を解釈する 【主】活動観察

方法を的確に身に付けている。

【主】「同調圧力」が働く社会的背景

を理解し、現代における人間関係の在

り方について積極的に考察しようとし

ている。

鏡としての他者 【知】語句の量を増やし、語彙を豊か 【知】漢字の小テスト

７ （榎本博明） にしている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 定期考査

の示し方や説明の仕方を考えるととも 【思】発問評価

に、表現の仕方を工夫している。 発表・報告

「読むこと」（４ｈ）において、根拠 定期考査

や論拠を批判的に検討し、文章の妥当 【主】活動観察

性や信頼性を吟味して内容を解釈する

方法を的確に身に付けている。

【主】文章構造を基に筆者の主張を読

み取り、他者が自己に与える影響を積

極的に考えようとしている。

法に関わる文章を読み比べ 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

８ ７ る 解を深め、情報を階層化して整理する 発問評価

方法について理解している。 活動観察

【思】「書くこと」（２ｈ）において、 【思】発問評価

特定の資料について、様々な観点から 発表・報告

概要をまとめることができている。 活動観察

「読むこと」（５ｈ）関連する文章を 【主】活動観察

比較して読み、書き手の立場や目的を

考えながら内容を解釈する方法を理解

している。

【主】二種類の実用的な文章を読み比

べて必要な情報を読み取り、両者を関

連づけて解釈する方法を積極的に学ぼ

うとしている。

ボランティアへの参加を伝 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

７ えるメールの文章を検討す 解を深め、情報を階層化して整理する 発問評価

る 方法について理解している。 指名音読

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 定期考査

特定の資料について、様々な観点から 【思】発問評価

概要をまとめることができている。 発表・報告

「読むこと」（４ｈ）関連する文章を 定期考査
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比較して読み、書き手の立場や目的を 【主】活動観察

考えながら内容を解釈する方法を理解

している。

【主】実用文の書き方のルールを積極

的に身に付けようとしている。

新しい博物学を 【知】文章の構成や展開の仕方につい 【知】漢字の小テスト

９ ７ （池内了） て理解を深めている。

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 発問評価

自分の考えが的確に伝わる文章になる 指名音読

よう工夫している。 定期考査

「読むこと」（４ｈ）において、内容 【思】発問評価

や構成、論理の展開を的確に捉え、論 指名音読

点を明確にしながら要旨を把握してい 発表・報告

る。 定期考査

【主】各段落の役割や関係を把握し、 【主】活動観察

筆者の提案する「新しい博物学」の意

義と可能性を積極的に考察しようとし

ている。

哲学的思考とは何か 【知】文章の構成や展開の仕方につい 【知】漢字の小テスト

７ （苫野一徳） て理解を深めている。

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 発問評価

自分の考えが的確に伝わる文章になる 指名音読

よう工夫している。 定期考査

「読むこと」（４ｈ）において、内容 【思】発問評価

や構成、論理の展開を的確に捉え、論 発表・報告

点を明確にしながら要旨を把握してい 定期考査

る。 【主】活動観察

【主】具体例や言い換えに留意しなが

10 ら内容を正確に把握し、「哲学的思考」

の方法を積極的に理解しようとしてい

る。

SNSと意見の分極化 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

７ （岡本真一郎） 解を深め、情報を階層化して整理して

いる。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

文章の内容を基に、自分の考えを論述 定期考査

したり発表したりする方法を工夫して 【思】発問評価

いる。 発表・報告

「読むこと」（４ｈ）において、根拠 定期考査

や論拠を批判的に検討し、文章の妥当 【主】活動観察

性や信頼性を吟味して内容を解釈する

方法を的確に身に付けている。

【主】フェイクニュースの社会的問題

を分析的に説明する論展開を把握し、

自分に照らして積極的に考えを深めよ

うとしている。
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コミュニケーションの文化 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

11 ７ （平田オリザ） 解を深め、情報を階層化して整理して

いる。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 活動観察

文章の内容を基に、自分の考えを論述 【思】発問評価

したり発表したりする方法を工夫して 発表・報告

いる。 活動観察

「読むこと」（４ｈ）において、根拠 【主】活動観察

や論拠を批判的に検討し、文章の妥当

性や信頼性を吟味して内容を解釈する

方法を的確に身に付けている。

【主】文章構成や事例をもとに「コミ

ュニケーションの文化」に関する筆者

の主張を積極的に把握しようとしてい

る。

７ クマを変えてしまう人間 【知】文章の構成や展開の仕方につい 【知】漢字の小テスト

（千松信也） て理解を深めている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わる文章になる 定期考査

よう工夫している。 【思】発問評価

12 「読むこと」（４ｈ）において、文章 発表・報告

の内容や解釈を評価し、自分の考えを 定期考査

深める方法を身に付けている。 【主】活動観察

【主】猟師である筆者の体験をもとに

語られる、人間の活動と自然との関係

について積極的に理解を深めようとし

ている。

７ カブトムシから考える里山 【知】文章の構成や展開の仕方につい 【知】漢字の小テスト

と物質循環 て理解を深めている。 発問評価

（大倉茂） 【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わる文章になる 定期考査

よう工夫している。 【思】発問評価

「読むこと」（４ｈ）において、文章 発表・報告

の内容や解釈を評価し、自分の考えを 定期考査

深める方法を身に付けている。 【主】活動観察

【主】人間と自然との関わりの変化を、

自然の社会化という視点から考察した

筆者の論理を積極的に読み解こうとし

ている。

１ ７ 経験の教えについて 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

（森本哲郎） 解を深め、情報を階層化して整理して 発問評価

いる。 指名音読

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 定期考査

文章に関連した題材について、調査し 【思】発問評価

たことをまとめたり発表したりする方 発表・報告

法身に付けている。 定期考査

「読むこと」（４ｈ）において、内容 【主】活動観察
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や構成、論理の展開を的確に捉え、論

点を明確にしながら要旨を把握してい

る。

【主】論理的文章の構成の型を知り、

「経験の教え」について自分に引き付

けて積極的に考えを深めようとしてい

る。

７ 僕らの時代のメディア・リ 【知】情報と情報との関係について理 【知】漢字の小テスト

テラシー（森達也） 解を深め、情報を階層化して整理して 発問評価

いる。 指名音読

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 定期考査

文章に関連した題材について、調査し 【思】発問評価

２ たことをまとめたり発表したりする方 発表・報告

法身に付けている。 定期考査

「読むこと」（４ｈ）において、内容 【主】活動観察

や構成、論理の展開を的確に捉え、論

点を明確にしながら要旨を把握してい

る。

【主】筆者の主張の要点を理解し、市

場原理の主体とメディアとの関係につ

いて積極的に考えを深めようとしてい

る。

７ 支え合うことの意味 【知】語句の量を増やし、語彙を豊か 【知】漢字の小テスト

（鷲田清一） にしている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わる文章になる 定期考査

よう工夫している。 【思】発問評価

「読むこと」（４ｈ）において、根拠 発表・報告

や論拠を批判的に検討し、文章の妥当 定期考査

性や信頼性を吟味して内容を解釈する 【主】活動観察

方法を的確に身に付けている。

【主】抽象的な表現の意味を把握しな

がら、「支え合うことの意味」につい

て積極的に考えを深めようとしてい

る。

３ ７ 科学技術は暴走しているの 【知】語句の量を増やし、語彙を豊か 【知】漢字の小テスト

か（佐倉統） にしている。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 指名音読

自分の考えが的確に伝わる文章になる 定期考査

よう工夫している。 【思】発問評価

「読むこと」（４ｈ）において、根拠 発表・報告

や論拠を批判的に検討し、文章の妥当 定期考査

性や信頼性を吟味して内容を解釈する 【主】活動観察

方法を的確に身に付けている。

【主】ＡＩやロボット技術の現状や日

本における捉え方をふまえ、科学技術

との向き合い方を積極的に考えようと
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

地理歴史 歴史総合 ２ 必修 ２ 松 川 宗 平 

 

使用教科書 歴史総合（実教出版） 

使用副教材  

科目の目標  社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追求したり解決したりする活動を通し

て，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社

会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野か

ら捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史

に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，

相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察

したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想

したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的

に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して

涵養される日本国 民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重す

ることの大切さについての 自覚などを深める。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 世界史・日本史の大まかな流れをつかみ，基本的な歴史的事象を理解できる。 

(2) 人々の生活や社会のあり方が，どのように変化したのか気がつくことができる。 

(3) 過去の事象と類似した現在の事象は何か考察することができる。 

(4) 様々な歴史的事象などから，自己の価値観を広げることができる。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 教科書、ファイル（ノート）等は毎回必ず準備すること。 

(2) ファイル（ノート）は、歴史総合専用で一冊準備すること。 

(3) 忘れ物をした際は、授業が始まるまでに報告すること。 

(4) 積極的に発言すること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

(1) 歴史的事象について，世界・日本と広い視野から捉え，現代の諸課題について歴史的な経

緯を理解している。 

(2) 写真やグラフ，風刺画などの諸資料から様々な情報を読み取ったり調べたりし，適切にま

とめている。 

【思考・判断・表現】 

(1) 近現代の歴史の変化の関わる事象の意味や特色について，時期や年代，現在とのつながり

などに着目して，多面的・多角的に考察している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

(1) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，国家及び社会の形成者として，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ ４ オリエンテーション（教p.７含む） 

第１編 近代化と私たち 

第１章 近代化への胎動 

 １ 江戸時代の日本と東アジア秩序の変動 

 ２ 江戸時代の生産・流通と諸改革 

 ３ 幕政の改革と東アジア世界 

 

【知】18 世紀のアジアや日本における生産と流

通，アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸

国の貿易などを基に，18 世紀のアジアの

経済と社会を理解している。 

 

【思】18 世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に

与えた影響などに着目して，アジア諸国と

その他の国や地域の動向を比較するなど

して，18 世紀のアジア諸国における経済

活動の特徴，アジア諸国と欧米諸国との関

係などを多面的・多角的に考察し，表現し

ている。 

 

【態】近代化と私たちについて，よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究しよう

としている。 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

５ ６ 第２章 欧米の市民革命と「西洋の衝撃」 

 ○ 歴史のひろば③ 

   17世紀以前のヨーロッパの「国家」を 

   みる 

 ４ イギリス産業革命とアメリカ独立戦争 

 ５ フランス革命とウィーン体制 

 ○ 資料の読み解きトレーニング① 

   ナポレオンはどう描かれたのか 

 ６ アメリカ合衆国の発展と 

   ラテンアメリカの独立 

 ７ オスマン帝国の衰退とロシア 

【知】資料から情報を読み取ったりまとめたりる

技能を身に付けている。 

 

【思】産業革命の影響，中国の開港と日本の開国

の背景とその影響などに着目して，主題を

設定し，アジア諸国とその他の国や地域の

動向を比較したり，相互に関連付けたりす

るなどして，アジア諸国と欧米諸国との関

係の変容などを多面的・多角的に考察し，

表現している。 

 

【態】近代化と私たちについて，よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究しよう

としている。 

 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

６ ７  ８ アヘン戦争の衝撃と日本の開国 

 ９ 江戸時代の滅亡 

 

前期中間考査 

考査の振り返り 

 

第３章 欧米諸国と日本の国民国家形成 

 10 イギリス・フランスの繁栄と 

   イタリア・ドイツの統一 
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７ ６  11 明治政府の諸改革 

 12 日本のアジア外交と諸改革 

 13 自由民権運動と大日本帝国憲法 

 

第４章 帝国主義の時代 

 14 帝国主義の時代へ 

 15 朝鮮をめぐる国際関係と日清戦争 

 16 日清戦争後の東アジア 

【知】資料から情報を読み取ったりまとめたりる

技能を身に付けている。 

 

【思】帝国主義政策の背景，帝国主義政策がアジ

ア・アフリカに与えた影響などに着目し

て，主題を設定し，アジア諸国とその他の

国や地域の動向を比較したり，相互に関連

づけたりするなどして，正鵠主義政策の特

徴，列強間関係の変容などを多面的・多角

的に考察し，表現している。 

 

【態】近代化と私たちについて，よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究しよう

としている。 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

８ ５  17 日露戦争と東アジアの変動 

 18 日本の産業革命 

 

単元テスト 

９ ６ 第２編 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

第５章 第一次世界大戦と大衆社会 

 19 第一次世界大戦 

 20 ロシア革命とソ連の成立 

 21 米騒動とデモクラシー 

 

前期末考査 

考査の振り返り 

【知】現代的な諸課題の形成に関わる国際秩序の

変化や大衆化の歴史を理解している。 

 

【思】事象の背景や原因，結果や影響などに着目

して，日本とその田の国や地域の動向を比

較したり，相互に関連づけたりするなどし

て，主題について多面的・多角的に考察し

表現している。 

 

【態】国際秩序の変化や大衆化と私たちについ

て，よりよい社会の実現を視野に課題を主

体的に追究しようとしている。 

 

【知】世界恐慌，ファシズムの伸張，日本の対外

政策などを基に，国際協調体制の動揺を理

解している。 

 

【思】事象の背景や原因，結果や影響などに着目

して，日本とその田の国や地域の動向を比

較したり，相互に関連づけたりするなどし

て，主題について多面的・多角的に考察し

表現している。 

 

【態】国際秩序の変化や大衆化と私たちについ

て，よりよい社会の実現を視野に課題を主

体的に追究しようとしている。 

 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

 

 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

10 ７  22 ヴェルサイユ体制とワシントン体制 

 23 アジアの民族運動 

 24 第一次世界大戦後の欧米諸国 

 25 広がる社会運動と普通選挙の実現 

 

第６章 経済危機と第二次世界大戦 

 26 世界恐慌と各国の対応 

 27 ファシズムの時代 

 ○ 資料の読み解きトレーニング② 

   若者はなぜヒトラーに協力したのか 

11 ６  28 満州事変と郡部の台頭 

 29 日中戦争と戦時体制 

 ○ アクティブ７ 戦争と文化 

 30 第二次世界大戦の勃発 

 ○ 歴史のひろば⑩ 沖縄と戦争 

 31 第二次世界大戦の終結 

12 ６ 後期中間考査 

考査の振り返り 

 

 32 国際連合の成立と冷戦 

 33 日本占領と日本国憲法 

 34 朝鮮戦争と日本 
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１ ６ 第３編 グローバル化と私たち 

第７章 冷戦と脱植民地化 

 35 植民地の独立 

 ○ 歴史のひろば⑫ 核実験と核競争 

 36 米ソ両陣営の動揺 

 37 日本の国際社会復帰と高度経済成長 

 

第８章 多極化する世界 

 38 石油危機と世界経済 

 ○ 歴史のひろば⑭ 

   パレスティナ問題の変遷 

【知】脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦

下の地域紛争，先進国の政治の動向，軍備

拡張や核兵器の管理などを基に，国際政治

の変容を理解している。 

 

【思】地域紛争の背景や影響，冷戦が各国の政治

に及ぼした影響などに着目して，主題を設

定し，日本とその他の国や地域の動向を比

較したり，相互に関連づけたりするなどし

て，地域紛争と冷戦の関係，第三世界の

国々の経済政策の特徴，欧米やソヴィエト

連邦の政策転換の要因などを多面的・多角

的に考察し，表現している。 

 

【態】グローバル化と私たちについて，よりよい

社会の実現を視野に課題を主体的に追究，

解決しようとしている。 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

２ ６  39 緊張緩和から冷戦の終息へ 

 40 日本の経済の大国化 

 

第９章 グローバル化と現代世界 

 41 国際紛争と対立 

 42 国際秩序の変容 

 

後期末考査 

考査の振り返り 

３ ５ 現代的な諸課題の形成と展望 

 「不戦条約を新たにつくってみる」という 

 テーマで考えてみよう 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

数学 数学Ⅰ ２ 必修 ２ 今 井 進 裕 

 

使用教科書 最新 数学Ⅰ（数研出版） 

使用副教材 パラレルノート 数学Ⅰ（数研出版） 

科目の目標  数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

（1）数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 

（2）命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形

の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関係に着目

し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会の事象など

から設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分

析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。 

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造

性の基礎を養う。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 基礎的な知識・技能の習得ができる。 

２ 二つの変化する数量について、その関係を数式やグラフで表現することができる。 

３ 図形の面積や角度の計量において、その過程や結果を考察・判断することができる。 

４ 問題解決に向かって、様々な活動に粘り強く取り組むことができる。 

学 習 の 

留 意 点 

授業で問題を解いた後に、副教材を用いて復習を行うこと。 

授業中にとったノートを見返して復習を行うこと。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

(1) 二次関数および図形と計量についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 

(2) 事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

【思考・判断・表現】 

(1) 関数関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連づけて考察するこ

とができる。 

(2)図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察することができる。  

【主体的に学習に取り組む態度】 

(1) 数学のよさを認識し数学を活用しようとしている。 

(2) 粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとしている。 

(3) 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

５ 

６ 

７ 

30 ☆第３章 二次関数 

○第１節 二次関数とグラフ 

 

【知】二次関数のグラフ、最大値・最小値の

求め方について理解を深めることができる。 

【思】身近な事象について、二次関数と捉え

て数式化・グラフ化することが出来る。 

【態】問題を解決する際に、すでに学習した

計算の方法と関連付けて、式を多面的に捉え

ようとしたり、目的に応じて適切に変形しよ

うとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

８ 

９ 

10 

10 ☆第３章 二次関数 

○第２節 二次方程式と二次不等式 

【知】二次方程式、二次不等式の求め方につ

いて理解を深めることが出来る。 

【思】問題を解決する際に、すでに学習した

計算の方法と関連付けて、式を多面的に捉え

たり、目的に応じて適切に変形したりするこ

とができる。 

【態】二次方程式・二次不等式を考える意義

を理解しようとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

11 

12 

 

12 ☆第４章 図形と計量 

○第１節 三角比 

【知】三角比の定義について理解を深めるこ

とができる。 

【思】線分の長さや角度の大きさを求める際

に、三角比を用いて考察することができる。 

【態】日常の事象や社会の事象に三角比を活

用しようとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

１ 

２ 

３ 

18 第４章 図形と計量 

○第２節 正弦定理・余弦定理 

【知】正弦定理・余弦定理とはなにかを理解

することができる。 

【思】図形の計量を行う際に正弦定理・余弦

定理を用いて考察することができる。 

【態】場面に応じてどの定理を用いるのが適

切であるかを考えようとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

数学 数学Ａ ２ 必修 １ 今 井 進 裕 

 

使用教科書 最新 数学Ａ（数研出版） 

使用副教材 パラレルノート 数学Ａ（数研出版） 

科目の目標  数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

（1）図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，

数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（2）図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事

象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わ

りに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。 

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造

性の基礎を養う 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 基礎的な知識・技能の習得ができる。 

２ 身近な事象についてその起こりうる場合の数を、樹形図などを用いて数え上げることができる。 

３ 順列や組み合わせの考え方を用いて、事象の確率を考察することができる。 

４ 問題解決に向かって、様々な活動に粘り強く取り組むことができる。 

学 習 の 

留 意 点 

授業で問題を解いた後に、副教材を用いて復習を行うこと。 

授業中にとったノートを見返して復習を行うこと。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

(1) 場合の数・確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 

(2) 事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

【思考・判断・表現】 

(1) 身の周りの事象について、樹形図等を用いて考察することができる。 

(2) 身近な現象についてその確率を、順列や組み合わせの考え方を用いて考察することができる。  

【主体的に学習に取り組む態度】 

(1) 数学のよさを認識し数学を活用しようとしている。 

(2) 粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとしている。 

(3) 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

30 ☆第１章 場合の数と確率 

○第１節 場合の数 

【知】集合の考え方について理解を深めるこ

とができる。 

【知】順列・組み合わせの違いについて理解

することができる。 

【思】身近な事象について、樹形図などを用

いながらその場合の数を数え上げることが

出来る。 

【態】問題を解決する際に、学習した数え上

げの考え方や順列・組み合わせの知識を活用

しようとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 

10 ☆第１章 場合の数と確率 

○第２節 確率 

【知】基本的な確率の求め方を理解すること

ができる。 

【思】身の回りの事象について、その確率を

集合の考え方を用いて考察することができ

る。 

【態】問題を考える際に、既習事項を粘り強

く活用して解決しようとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

理科 化学基礎 ２ 必修 ２ 藤 村   秀 

 

使用教科書 化学基礎（実教出版） 

使用副教材 リードLightノート化学基礎 

科目の目標 物質とその変化に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実 

験を行うことなどを通して，物質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・ 

能力を次のとおり育成することを目指す。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１．日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，

科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるよ

うにする。 

２．観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

３．物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

学 習 の 

留 意 点 

１．授業プリント・ワークシート等を忘れずに記入する。 

２．観察・実験の時間では特にしっかり話を聞き、勝手に行動をとらない。 

３．忘れ物等の報告および自身でできる対応について授業前に報告を行う。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識・技能】 

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに、化学的に探

究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの技能を 身に付けてい

る。 

【思考・判断・表現】 

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた

結果を分析して解釈し、表現するなど、 化学的に探究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、 化学的に

探究しようとしている 。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ ２ オリエンテーション 

序章 化学と人間生活 

【知】科学的に探究する方法を理解する

とともに，身近な物質の探究に必

要な基本操作を身に付けている。 

【思】身近な物質の探究に関する事物・

現象の中に問題を見いだし，探究

する過程を通して，事象を科学的

に考察し，導き出した考え方を的

確に表現している。 

【態】身近な物質の探究に関する事物・

現象に主体的に関わり，それらに

対する気付きからさらに探究し

ようとする態度を身に付けてい

る。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

 

５

～

７ 

22 1章 物質の構成 

1節 物質の探究 

 1 純物質と混合物 

 2 混合物の分離(1) 

 3 混合物の分離(2) 

 4 単体と元素 

 5 元素の確認 

 6 状態変化と熱運動 

2節 物質の構成粒子 

 1 原子 

 2 電子配置とイオン 

 3 周期表 

【知】物質の分離・精製や元素の確認，

状態変化及び物質の構成粒子な

どについて理解するとともに，実

験の技能と物質を探究する方法

を身に付けている。 

【思】物質の分離・精製や元素の確認，

状態変化及び物質の構成などの

観察，実験を行い，科学的に探究

する力を身に付けている。 

【態】物質の分離・精製や元素の確認，

状態変化及び物質の構成などに

主体的に関わり，科学的に探究し

ようとする態度を身に付けてい

る。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

 

８

～

10 

22 2章 物質と化学結合 

1節 イオン結合 

 1 イオン結合 

 2 イオン結晶 

2節 共有結合 

 1 分子と共有結合 

 2 分子の電子式と構造式 

 3 分子の極性 

 4 分子間力と分子結晶 

 5 高分子化合物と分子の利用 

 6 共有結合の結晶 

3節 金属結合 

 1 金属結合と金属 

 2 金属の利用 

【知】イオンの生成・共有結合・金属結

合を電子配置と関連付けて理解

するとともに，実験の技能と物質

を探究する方法を身に付けてい

る。 

【思】イオンやイオン結合、分子からな

る物質、金属の性質についての観

察，実験を行い，科学的に探究す

る力を身に付けている。 

【態】イオンやイオン結合、共有結合や

分子からなる物質、金属などに主

体的に関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を身に付けている。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 
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11

～

２ 

22 3章 物質の変化 

1節 物質量と化学反応式 

 1 原子量・分子量・式量 

 2 物質量 

 3 濃度 

 4 化学変化と化学反応式 

 5 化学反応式と量的関係(1) 

 6 化学反応式と量的関係(2) 

2節 酸と塩基 

 1 酸と塩基 

 2 酸・塩基の価数と強弱 

 3 水素イオン濃度とpH(1) 

 4 水素イオン濃度とpH(2) 

 5 中和反応の量的関係 

 6 中和滴定 

 7 塩 

3節 酸化還元反応 

 1 酸化と還元 

 2 酸化数と酸化剤・還元剤 

 3 酸化剤と還元剤の反応 

 4 酸化還元反応の量的関係 

 5 金属のイオン化傾向 

 6 電池 

 7 酸化還元反応と金属の製錬 

【知】物質量と化学反応式、酸・塩基と

中和、酸化と還元について理解す

るとともに，実験の技能と物質を

探究する方法を身に付けている。 

【思】物質量と化学反応式、酸・塩基と

中和、酸化と還元についての観

察，実験を行い，物質の変化にお

ける規則性や関係性を見いだし

て表現できる。 

【態】物質と化学反応式、酸・塩基と中

和、酸化と還元に主体的に関わ

り，科学的に探究しようとする態

度を身に付けている。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

 

３ ２ 終章 化学が拓く世界 【知】日常生活や社会を支えている科学

技術について理解している。 

【思】日常生活や社会を支えている科学

技術についての観察，実験を行

い，科学的に探究する力を身に付

けている。 

【態】日常生活や社会を支えている科学

技術に主体的に関わり，科学的に

探究しようとする態度を身に付

けている。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内容 

分析 

 

 

- 19 -



教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

保健体育 体育 ２ 必修 ２ 伊 藤   航 

 

使用教科書 現代高等保健体育 

使用副教材 Active Sports 

教科の目標  体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、

自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって運動を豊か

に実践することができるようにするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、

基本的な技能を身に付けている。 

(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け

て思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養っている。 

(3) 運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任

んを果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、

健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養っている。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識及び技能】 

１ 体の動かし方や用具の操作方法などの具体的な知識と運動の実践を通して、多様な楽しみ

方を共有している。 

２ 各領域の特性や魅力に応じた楽しさや喜びを深く味わうとともに、各領域に応じた技 

 能や攻防ができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 自他の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、考えたこと

を他者に伝えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切

にしようとする意欲を持っており、健康・安全を確保している。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時 

数 
単元・学習内容 

評価の観点 
評価規準 評価方法 

知 思 態 

４ 

 

 

 

６ 

体つくり運動 

 

○ ○ 〇 

【知】仲間と自主的に関わっている。体力

の向上を図るための運動の計画を立てて

いる。 

【思】課題を発見し、コミュニケーション

を図っている。 

【態】ルールを守り、互いに助け合い教え

合っている。 

活動観察 

 

５  

４ 

 

 

体育理論 

体つくり運動 

〇   

【知】運動やスポーツの効果的な学習の仕

方を理解している。 

【知】仲間と自主的に関わっている。体力

の向上を図るための運動の計画を立てて

いる。 

活動観察 

 

５ 

・ 

６ 

８  

器械運動（マット運動） 〇 〇  

【思】自己や相手の課題について分析し、

他者に伝えている。 

【知】自己に適した技で演技している。 

活動観察 

スキルテスト 

 

 

 

７ 

・ 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

サッカー 

〇 〇 〇 

【知】ボール操作と連携した攻守を展開し

ている。 

【思】共有場面において、自他の課題を発

見し、コミュニケーションを図っている。 

【態】フェアプレイを大切にしている。。 

活動観察 

ワークシート 

 

 

９ ６ 陸上競技 

 

〇 〇 〇 

【知】各種目特有の技能を身に付けてい

る。 

【思】記録を伸ばすために、自己分析し、

改善につなげている。 

【態】自己の課題解決に向けて自主的に取

り組んでいる。 

活動観察 

スキルテスト 

10 ８ バスケットボール 

〇 〇 〇 

【知】ボール操作と連携した攻守を展開し

ている。 

【思】共有場面において、自他の課題を発

見し、コミュニケーションを図っている。 

【態】フェアプレイを大切にしている。。 

活動観察 

 

11 

・ 

12 

 

１０ 

 

体育理論 

バレーボール 

 〇 〇 〇 

【思】運動やスポーツの効果的な学習の仕

方について課題を発見し、よりよい解決に

向けて思考し判断している。 

【知】安定したボール操作をしている。 

【思】共有場面において、自他の課題を発

見し、コミュニケーションを図っている。 

【態】フェアプレイを大切にしている。 

ワークシート 

活動観察 

スキルテスト 

 

1 

・ 

２ 

１２ スキー 

〇  〇 

【知】深めたい技能を選択し、取り組んで

いる。 

活動観察 

スキルテスト 
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【態】技能の向上を目指し取り組んでい

る。 

3 ８ 体育理論 

空手道 

〇  〇 

【態】運動やスポーツの効果的な学習の仕

方を理解している。 

【知】空手道に関わる技能を身に付けよう

としている。 

【態】武道の礼法・作法などの伝統的行動

を大切にしている。 

ワークシート 

活動観察 

スキルテスト 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

保健体育 保健 ２ 必修 １ 伊 藤   航 

 

使用教科書 
現代高等保健体育 

使用副教材 
現代高等保健体育ノート 

科目の目標  保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々

が自らの健康や環境を適切に管理し、改善いていくための資質・能力を育成する。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付ける。 

(2) 健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも 

  に、目的や状況に応じて他者に伝える力を養っている。 

(3) 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生 

  活を営む態度を養っている。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 課題解決に向けて実生活と結びつけて考察する。 

(2) 理解したことを表現する。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識・技能】 

 生涯を通じる健康、社会生活と健康について理解を深め、その内容に関わる技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

 健康に関する原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断するとともに、それらを表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 健康の保持増進の視点を持ち、現在及び将来の生活を健康で明るく豊かなものにすることを目指して、

取り組んでいる。 
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年間学習計画 

評価の観点（Ａ：知識・技能 Ｂ：思考・判断・表現 Ｃ：主体的に学習に取り組む態度） 

月 
時 

数 
単元・学習内容 

評価の観点 
評価規準 評価方法 

Ａ Ｂ Ｃ 

４  

 

 

３ 

【生涯を通じる健康】 

１．ライフステージと健康 

 

 

２．思春期と健康 
 〇 〇 

 

Ｂ 男女の性機能の特徴について知り、

思春期の心と健康について考え、説明

している。 

Ａ 性情報を正しく認識し、異性を尊重

する態度についての学習に主体的に参

加しようとしている。 

 

観察 

ワークシート 

５  

 

 

２ 

３．性意識と性行動の選択 

 

 

 

４．妊娠・出産と健康 

 〇 〇 

Ａ 結婚生活には、性機能の成熟や心身

の健康が求められていることについて

理解している。 

Ｂ 妊娠・出産期を健康に過ごすために

必要な周囲の支援、公的サービスの活

用が必要であることについて、理解し

たことを発言したり、記述している。 

観察 

ワークシート 

６  

 

 

 

 

３ 

 

 

 

５．避妊法と人工妊娠中絶  

 

 

 

６．結婚生活と健康 

 

 

７．中高年期と健康 

〇 〇 〇 

Ｂ 家族計画の意義について知り、妊娠・

出産・人工妊娠中絶の意思決定をする

ために必要な知識を発言したり、記述

している。 

Ａ 中高年期の健康は若いころからの健

康的な生活習慣が重要であることを理

解している。 

Ｃ 

ノーマライゼーションの理念を理解し、

主体的に課題を分析しようとしてい

る。 

観察 

ワークシート 

７  

 

３ 

 

 

８．働くことと健康  

 

９．労働災害と健康 〇 〇  

Ａ 保健制度とその活用について理解し

ている。 

Ｂ 医療制度の整備が進んでいる要因

を、課題をもとに考え、それらを説明

している。 

観察 

ワークシート 

９  

 

 

５ 

【健康を支える環境づくり】 

１．大気汚染と健康 

 

 

 

〇 〇  

Ｂ 大気汚染の変遷について理解し、自

身の生活の在り方や考え方について課

題を見出し、改善策について考えてい

る。  

観察 

ワークシート

考査 
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２．水質汚濁・土壌汚染と健康 Ａ 水質汚濁・土壌汚染の歴史（公害）

について理解している。 

10  

 

３ 

３．環境と健康にかかわる対策 

 

 

４．ごみの処理と上下水道の整備 
 〇 〇 

Ｂ 環境汚染の防止・改善には多元性が

求められることを踏まえ、環境問題に

ついて思考している。 

Ｃ ごみ処理の現状を知り、実生活で実

行できることについて主体的に考えよ

うとしている。 

観察 

ワークシート 

11  

３ 

５．食品の安全性 

 

６．食品衛生にかかわる活動 
〇  〇 

Ａ 食品衛生活動の必要性を理解してい

る。 

Ｃ 環境汚染予防対策として、３Rの必要

性について、主体的に考えている。 

観察 

ワークシート 

12  

３ 

７．保健サービスとその活用 

 

８．医療サービスとその活用 〇  〇 

Ａ 保健制度とその活用について理解し

ている。 

Ｂ 医療制度の整備が進んでいる要因

を、課題をもとに考え、それらを説明

している。 

観察 

ワークシート 

１ ２ ９．医薬品の制度とその活用 

〇   

Ａ 医薬品の正しい使用法について理解

している。                         

Ｂ 医薬品の安全性を守る取組について

説明できる。 

観察 

ワークシート 

２ 

３ 

５ 10. さまざまな保健活動や社会的対策 

 

11. 健康に関する環境づくりと社会参加   〇 

Ａ 各機関の保健活動・社会的対策につ

いて理解している。                         

Ｂ 健康の保持増進のための環境づくり

について説明できる。 

観察 

ワークシート

考査 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

外国語 英語コミュニケーションⅠ ２ 必修 ２ 佐々木   瞳 

 

使用教科書 COMET English Communication I（数研出版） 

使用副教材 COMET基本文法定着ドリル１ コーパス1800 アクシスジーニアス 

科目の目標 英語学習の特質を踏まえ，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの

五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，以下の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体

的に育成するとともに，その過程を通して，以下の(3)に示す資質・能力を育成する。 

(1) 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞

くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状

況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題につい

て，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，

これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，

主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深め、実際のコミュニケーションにおい

て，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて， 日常的な話題や社会的な話題 につい

て，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確 に理解したり，

これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主

体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 英語コミュニケーションⅠ専用のファイルを作り，毎時間持参すること。 

(2) 授業中は英語を使ってコミュニケーションをとること。 

(3) ＡＬＴとの授業では必ずＡＬＴとコミュニケーションをとること。 

(4) わからないところはその授業中もしくは授業終わりに質問すること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどについて理解を深めている。 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を，聞くこと，読むこと，話 

すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用

できる技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国

語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用

して適切に表現したり伝え合ったりしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，

自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

５ 

６ 

11 Lesson 06 Convenience Stores:  

Keys to Their Success 

・英文からコンビニエンスストアの工夫を

読み取る。（読むこと） 

・自分の好きな店・よく行く店について、考

えをまとめて紹介文を書く。（書くこと） 

○読むこと 

【知】〈知識〉文章を読み取るために必要と

なるthat節の用法を理解している。 

〈技能〉様々な場所について書かれた紹介文

を読み取る技能を身に付けている。 

【思】自分の好きな店やよく行く店について

説明するために、様々な場所について書かれ

た紹介文を読んで、概要や要点を捉えてい

る。 

【態】自分の好きな店やよく行く店について

説明するために、様々な場所について書かれ

た紹介文を読んで、概要や要点を捉えようと

している。 

○書くこと 

【知】〈知識〉情報や考え、気持ちなどを理

由とともに書いて伝えるために必要となる

語句や文を理解している。 

〈技能〉自分の好きな店やよく行く店につい

て、情報や考え、気持ちなどを理由とともに

書いて伝える技能を身に付けている。 

【思】読み手に「行ってみたい」と思っても

らえるように、自分の好きな店やよく行く店

について、情報や考え、気持ちなどを理由と

ともに書いて伝えている。 

【態】読み手に「行ってみたい」と思っても

らえるように、自分の好きな店やよく行く店

について、情報や考え、気持ちなどを理由と

ともに書いて伝えようとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動の観察 

６ １ 前期中間考査   

６ 

７ 

８ 

 

11 Lesson 07 High School Aquarium 

・英文を聞いて、水族館部の生徒たちの活動

について知る。（聞くこと） 

・自分たちの学校を紹介する。（話すこと［発

表］） 

○聞くこと 

【知】〈知識〉文章を聞き取るために必要と

なる現在完了形の用法を理解している。 

〈技能〉インタビュー形式の文章を聞き取る

技能を身に付けている。 

【思】自分たちの学校を紹介するために、生

徒たちの活動についての文章を聞いて、概要

や要点を捉えている。 

【態】自分たちの学校を紹介するために、生

徒たちの活動についての文章を聞いて、概要

や要点を捉えようとしている。 

○話すこと［発表］ 

【知】 

【思】 

【態】 
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【知】〈知識〉情報や考え、気持ちなどを理

由とともに話して伝えるために必要となる

語句や文を理解している。 

〈技能〉自分の学校について、情報や考え、

気持ちなどを理由とともに話して伝える技

能を身に付けている。 

【思】聞き手に興味を持ってもらえるよう

に、自分の学校について、情報や考え、気持

ちなどを理由とともに話して伝えている。 

【態】聞き手に興味を持ってもらえるよう

に、自分の学校について、情報や考え、気持

ちなどを理由とともに話して伝えようとし

ている。 

９ １ 前期末考査   

９ 

10 

11 Lesson 08 Smart Farming 

・英文を読んで、スマート農業について知

る。（読むこと） 

・スマート農業について英語で提案する。

（話すこと［やりとり］） 

○読むこと 

【知】〈知識〉文章を読み取るために必要と

なる受け身の用法を理解している。 

〈技能〉スマート農業について書かれた紹介

文を読み取る技能を身に付けている。 

【思】スマート農業について英語で提案する

ために、スマート農業について書かれた紹介

文を読んで、概要や要点を捉えている。 

【態】スマート農業について英語で提案する

ために、スマート農業について書かれた紹介

文を読んで、概要や要点を捉えようとしてい

る。 

○話すこと［やりとり］ 

【知】〈知識〉情報や考え、気持ちなどを理

由とともに話して伝えるために必要となる

語句や文を理解している。 

〈技能〉スマート農業について、情報や考え、

気持ちなどを理由とともに話して伝える技

能を身に付けている。 

【思】相手に納得してもらえるように、スマ

ート農業について、情報や考え、気持ちなど

を理由と共にやりとりして伝えている。 

【態】相手に納得してもらえるように、スマ

ート農業について、情報や考え、気持ちなど

を理由と共にやりとりして伝えようとして

いる。 

 

11 

12 

12 Lesson 09 Food Waste 

・英文を聞いて、食品廃棄の問題について知

る。（聞くこと） 

・食の問題について意見を交換する。（話す

こと［やりとり］） 

○聞くこと 

【知】〈知識〉文章を聞き取るために必要と

なる比較の用法を理解している。 

〈技能〉食の問題に関する文章を聞き取る技

能を身に付けている。 
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【思】食の問題について意見を交換するため

に、食品廃棄の問題に関する文章を聞いて、

概要や要点を捉えている。 

【態】食の問題について意見を交換するため

に、食品廃棄の問題に関する文章を聞いて、

概要や要点を捉えようとしている。 

○話すこと［やりとり］ 

【知】〈知識〉情報や考え、気持ちなどを理

由とともに話して伝えるために必要となる

語句や文を理解している。 

〈技能〉食の問題について、情報や考え、気

持ちなどを理由とともに話して伝える技能

を身に付けている。 

【思】相手に関心を持ってもらえるように、

食の問題について、情報や考え、気持ちなど

を理由と共にやりとりして伝えている。 

【態】相手に関心を持ってもらえるように、

食の問題について、情報や考え、気持ちなど

を理由と共にやりとりして伝えようとして

いる。 

12 １ 後期中間考査   

１ 

２ 

12 Lesson 10 William and His Windmill 

・英文を読んで、ある人物について知る。（読

むこと） 

・地域のために自分なら何ができるか、考え

をまとめて書く。（書くこと） 

○読むこと 

【知】〈知識〉文章を読み取るために必要と

なる関係代名詞の用法を理解している。 

〈技能〉ある人物についての文章を読み取る

技能を身に付けている。 

【思】地域のためにできることを説明するた

めに、ある人物についての文章を読んで、概

要や要点を捉えている。 

【態】地域のためにできることを説明するた

めに、ある人物についての文章を読んで、概

要や要点を捉えようとしている。 

○書くこと 

【知】〈知識〉情報や考え、気持ちなどを理

由とともに書いて伝えるために必要となる

語句や文を理解している。 

〈技能〉地域のために自分ができることにつ

いて、情報や考え、気持ちなどを理由ととも

に書いて伝える技能を身に付けている。 

【思】読み手に伝わるように、地域のために

自分ができることについて、情報や考え、気

持ちなどを理由とともに書いて伝えている。 

【態】読み手に伝わるように、地域のために

自分ができることについて、情報や考え、気
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持ちなどを理由とともに書いて伝えようと

している。 

２ 1 後期末考査   

３ 10 Reading 02 The First Hospital Facility 

Dog in Japan 

・英文を読んで、ファシリティドッグについ

て知る。 

・社会で活躍する動物について調べ、発表す

る。 

○読むこと 

【知】〈知識〉文章を読み取るために必要と

なる表現を理解している。 

〈技能〉ファシリティドッグについての文章

を読み取る技能を身に付けている。 

【思】社会で活躍する動物について紹介する

ために、ファシリティドッグについての文章

を読んで、概要や要点を捉えている。 

【態】社会で活躍する動物について紹介する

ために、ファシリティドッグについての文章

を読んで、概要や要点を捉えようとしてい

る。 

○話すこと［発表］ 

【知】〈知識〉情報や考え、気持ちなどを理

由とともに話して伝えるために必要となる

語句や文を理解している。 

〈技能〉社会で活躍する動物について、情報

や考え、気持ちなどを理由とともに話して伝

える技能を身に付けている。 

【思】聞き手に興味を持ってもらえるよう

に、社会で活躍する動物について、情報や考

え、気持ちなどを理由とともに話して伝えて

いる。 

【態】聞き手に興味を持ってもらえるよう

に、社会で活躍する動物について、情報や考

え、気持ちなどを理由とともに話して伝えよ

うとしている。 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

外国語 論理・表現Ⅰ ２ 必修 １ 佐々木   瞳 

 

使用教科書 NEW FAVORITE English Logic and Expression I（東京書籍） 

使用副教材 NEW FAVORITE English Logic and Expression I English Grammar（東京書籍） 

科目の目標 英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの三つの領域

別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，第１款の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体的に育成

するとともに，その過程を通して，第１款の(3)に示す資質・能力を育成する。 

(1) 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合ったり，やり取りを通して必要な情報

を得たりすることができるようにする。 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を

活用すれば，ディベートやディスカッションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しな

がら，基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝え合うことが

できるようにする。 

(2) 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることがで

きるようにする。 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しな

がら，基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることがで

きるようにする。 

(3) 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを

論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えることができるようにする。 

学 習 の 

到 達 目 標 

多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて， 

1. 文脈にあった質問や答えを続けることで，情報や考え，気持ちなどを，やり取りを通して伝え合うこ

とができる。 

2. 論理の構成や展開を工夫することで，情報や考え，気持ちなどを，話して伝えることができる。  

学 習 の 

留 意 点 

(1) 論理・表現Ⅰ専用のファイルを作り，毎時間持参すること。 

(2) 授業中は英語を使ってコミュニケーションをとること。 

(3) ＡＬＴとの授業では必ずＡＬＴとコミュニケーションをとること。 

(4) 定期テストは実施しませんので、各単元のパフォーマンステストにしっかり取り組むこと。 
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評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

［知識］コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じた表現の形、意味、用法

を理解している。 

［技能］コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じた表現を適切に運用し、

自分の考えや気持ちなどを表現する基本的な技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況を理解し、適切な表現を用いて自分の気持ち

や考えなどを表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況を理解し、適切な表現を用いて自分の気持ち

や考えなどを表現しようとしている。 

 

年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

３ 英語で表現するには 

[題材内容] 

主語，動詞，文構造，疑問文と否定文，

日本語の言い換え，品詞，句と節 

 

【知】[知識]主語，動詞，文構造，疑問文と否定文，

品詞，句と節について理解している。 

[技能]英語で表現するときに，まずはやさしい日本

語に言い換えたり，発想自体を変えたりするなどの

技能を身につけている。 

【知】小テスト 

５ 

６ 

６ Unit 1 Lesson 1 初めての食事 

[題材内容]  

留学先での初めての食事の場面 

[領域] 

◎話すこと（やり取り） 

〇書くこと 

[言語の働き] 

褒める，勧める，断る 

[文法] 

未来表現，可算名詞・不可算名詞，受動

態 

【知】［知識］褒める，勧める，断るときの表現の形・

意味・用法を理解している。 

［技能］学んだ知識を用いて，褒める，勧める，断る

ときの表現を適切に運用し，自分の考えや気持ちな

どを表現する基本的な技能を身につけている。 

【思】場面や状況を理解し，適切な表現を用いて，相

手を褒めたり，物事を勧めたりしている。また，勧誘

内容を理解し，提案を断ったりして，自分の考えや気

持ちなどを表現している。 

【態】自身の活動を振り返りながら，適切な表現を用

いて，相手を褒めたり，物事を勧めたりするために，

繰り返し活動に取り組もうとしている。また，勧誘内

容を理解し，提案を断ったりして，自分の考えや気持

ちなどを表現しようとしている。 

【知】パフォーマンステ

スト 

 

 

 

【思】パフォーマンステ

スト 

 

 

【態】パフォーマンステ

スト、振り返りシートの

記述、活動の観察 

７ 

８ 

９ 

６ Unit 1 Lesson 2 道に迷う 

[題材内容] 

道に迷った・道を案内する場面 

[領域] 

◎話すこと（やり取り） 

〇書くこと 

[言語の働き] 

提案する，依頼する，道順を説明する 

【知】［知識］提案する，依頼する，道順を説明する

ときの表現の形・意味・用法を理解している。 

［技能］学んだ知識を用いて，提案する，依頼する，

道順を説明するときの表現を適切に運用し，自分の

考えや気持ちなどを表現する基本的な技能を身につ

けている。 

【思】相手の立場や状況を理解し，適切な表現を用い

て，物事を提案したり，依頼したりしている。また，

【知】パフォーマンステ

スト 

 

 

 

 

【思】パフォーマンステ

スト 
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[文法] 

（Could you …?や命令文など） 

相手にわかりやすく道順を説明するなどして，自分

の考えや気持ちなどを表現している。 

【態】自身の活動を振り返りながら，適切な表現を用

いて，物事を提案したり，依頼したり，相手にわかり

やすく道順を説明するために，繰り返し活動に取り

組もうとしている。また，自分の考えや気持ちなどを

表現しようとしている。 

 

 

【態】パフォーマンステ

スト、振り返りシートの

記述、活動の観察 

９ 

10 

11 

６ Unit 1 Lesson 3 人物紹介 

[題材内容] 

身近な人を紹介するスピーチ 

[領域] 

◎話すこと（発表） 

〇書くこと 

[言語の働き] 

身近な人を紹介する，注意を引く 

[文法] 

現在完了形と過去形，to不定詞と動名詞 

【知】［知識］身近な人を紹介する，聞き手や読み手

の注意を引くときの表現の形・意味・用法を理解して

いる。 

［技能］学んだ知識を用いて，身近な人を紹介する，

聞き手や読み手の注意を引くときの表現を適切に運

用し，自分の考えや気持ちなどを表現する基本的な

技能を身につけている。 

【思】相手の知識や状況を理解し，適切な表現を用い

て，１つのテーマに沿って，身近な人を紹介したり，

テーマに関連性を持たせたりしている。また，聞き手

や読み手の注意を引いたりして，自分の考えや気持

ちなどを表現している。 

【態】自身の活動を振り返りながら，適切な表現を用

いて，１つのテーマに沿って，身近な人を紹介した

り，テーマに関連性を持たせたりするために，繰り返

し活動に取り組もうとしている。また，聞き手や読み

手の注意を引いたりして，自分の考えや気持ちなど

を表現しようとしている。 

【知】パフォーマンステ

スト 

 

 

 

 

 

【思】パフォーマンステ

スト 

 

 

 

【態】パフォーマンステ

スト、振り返りシートの

記述、活動の観察 

11 

12 

７ Unit 1 Lesson 4 体調が悪い 

[題材内容] 

体調をめぐるやり取りの場面 

[領域] 

◎話すこと（やり取り） 

〇書くこと 

[言語の働き] 

体調を伝える，体調を尋ねる，指示・ア

ドバイスをする 

[文法] 

冠詞・人称代名詞，should had better 

【知】［知識］体調を伝える，体調を尋ねる，指示・

アドバイスをするときの表現の形・意味・用法を理解

している。 

［技能］学んだ知識を用いて，体調を伝える，体調を

尋ねる，指示・アドバイスをするときの表現を適切に

運用し，自分の考えや気持ちなどを表現する基本的

な技能を身につけている。 

【思】場面や状況を理解し，適切な表現を用いて，現

在の体調・具体的な症状などを伝えている。また，相

手の立場や状況を理解し，具体的な返答がしやすい

形で，体調を尋ねたり，指示・アドバイスを提示した

りして，自分の考えや気持ちなどを表現している。 

【態】自身の活動を振り返り，適切な表現を用いて，

現在の体調・具体的な症状などを伝えるために，繰り

返し活動に取り組もうとしている。また，相手の立場

や状況を理解し，具体的な返答がしやすい形で，体調

を尋ねたり，指示・アドバイスをしたりして，自分の

考えや気持ちなどを表現しようとしている。 

【知】パフォーマンステ

スト 

 

 

 

 

 

【思】パフォーマンステ

スト 

 

 

 

【態】パフォーマンステ

スト、振り返りシートの

記述、活動の観察 

１ 

２ 

７ Unit 1 Lesson 5 買い物 

[題材内容] 

【知】［知識］描写する，相づちを打つときの表現の

形・意味・用法を理解している。 

【知】パフォーマンステ

スト 
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３ 買い物の場面 

[領域] 

◎話すこと（やり取り） 

〇書くこと 

[言語の働き] 

描写する，相づちを打つ 

[文法] 

現在形と現在進行形，現在完了形と過去

形 

［技能］学んだ知識を用いて，描写する，相づちを打

つときの表現を適切に運用し，自分の考えや気持ち

などを表現する基本的な技能を身につけている。 

【思】場面や状況を理解し，適切な表現を用いて，わ

かりやすく物事を描写している。また，文脈に応じ

て，適切な表現で相づちを打ったりして，自分の考え

や気持ちなどを表現している。 

【態】自身の活動を振り返りながら，適切な表現を用

いて，わかりやすく物事を描写するために繰り返し

活動に取り組もうとしている。また，文脈に応じて，

適切な表現で相づちを打ったりして，自分の考えや

気持ちなどを表現しようとしている。 

 

 

 

【思】パフォーマンステ

スト 

 

 

【態】パフォーマンステ

スト、振り返りシートの

記述、活動の観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 課題研究 ２ 必修 １ 進路担当者 

 

使用教科書  

使用副教材  

科目の目標 進路に関する課題を設定し、その課題の解決を図る実践を通して、進路実現にむけた課題解決の能力や自

発的、創造的な態度を図る。 

学 習 の 

到 達 目 標 

職業体験をとおして生産技術を身に付けるとともに、経営技術を体験することで、職業人

として必要な資質・能力を身につけ、実践することができる。 

学 習 の 

留 意 点 

実際の職業を体験し、自ら進んで活動することで働くことを経験することで、将来の進路

選択に活かせる活動にすること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

進路実現のための課題解決を図る学習を通じて、実践的な知識や技能を身に付け、適切に

応用している。 

【思考・判断・表現】 

基礎的・基本的な知識と技術を基に、適切に課題の解決を図り、表現する創造的な能力を

身に付けている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

進路実現のための課題を設定し、主体的に取り組むとともに、実践的な態度を身に付けよ

うとしている。 

 

年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

１ オリエンテーション 【主】進路計画の流れを理解し、実践的

な態度を身に付けようとしている。 

【思】学校生活やその他の生活の具体

的な目標を立てることができる。 

【知】進路実現のために就業観や職業

観を身に付けることが重要であること

を理解している。 

【知】活動観察 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動の観察 

５ ４ インターンシップ事前指導 【主】働くことの意義について考え、積

極的に取り組んでいる。 

【思】インターンシップに対する意気

込みを明確にし、表現する創造的な能

力を身に付けている。 

【知】進路実現のために就業観や職業

観を身に付けることが重要であること

を理解している。 

【知】 

【思】 

【態】 
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６ 16 インターンシップ実施 【主】主体的にインターンシップに取

り組み、実践的な態度を身に付けよう

としている。 

【思】インターンシップをとおして、自

分の考えを論理的思考力に基づいて表

現することができる。 

【知】インターンシップをとおして専

門的な技能を身に付け、その技能を適

切に応用している。 

 

７ ３ インターンシップ事後指導 

インターンシップ報告会 

【主】就業体験をとおして自らの課題

を設定し、実践的な態度を身に付けよ

うとしている。 

【思】インターンシップをとおして学

んだことをまとめ、報告会にて適切に

表現し発表している。 

【知】インターンシップをとおして進

路目標達成のために必要な知識を身に

つけ、理解している。 

 

８ １ 進路講演会 【主】将来の自分のやりたいこと、学び

たいことにつなげられる機会として捉

え、積極的に取り組んでいる。 

【思】講話をとおして、自分の在り方に

ついて考え、他者に説明することがで

きる。 

【知】進路目的達成のために必要な知

識を身につけ、理解している。 

 

 １ 大学事前学習 【主】興味・関心のある学問分野を検索

し、自分の好きな科目や得意な分野に

ついて主体的に自己理解に取り組んで

いる。 

【思】四年制大学・短期大学・専門学校・

留学の違いについて説明することがで

きる。 

【知】インターネットでの情報活用方

法を理解し、情報の取捨選択する力を

身につけている。 

 

10 ４ 大学見学 【主】自分の将来の選択肢と捉え、積極

的に取り組んでいる。 

【思】見学をした内容を踏まえた自己

の将来像について他者に説明すること

ができる。 

【技】インターネットなどを活用した

情報収集能力を身につけている。 
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10 １ 大学見学事後指導 【主】自分の将来の選択肢と捉え、報告

書の作成に積極的に取り組んでいる。 

【思】自己の将来を踏まえた感想文を

作成し、自分の考えを表現している。 

【知】報告書・感想文をわかりやすくま

とめる力を身につけている。 

 

11 ２ 社会理解（進学・就職別） 

〇面接練習 

〇小論文学習 

【主】自己の進路実現に向けて、主体的

に取り組んでいる。 

【思】正しい挨拶や受け答え、小論文の

書き方とはなにか説明することができ

る。 

【知】自分の良さは考えを他者へ最大

限に伝える方法について理解してい

る。 

 

12 ２ 自己理解 

〇志望理由書の書き方 

【主】自己の進路実現に向けて、主体的

に取り組んでいる。 

【思】３年間の成果とこれからの私に

ついて、文章として表現することがで

きる。 

【知】丁寧な字で志望理由書を書くこ

とができる。 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 課題研究（総合的な探究の時間） ２ 必修 ２ 農業教員 

 

使用教科書 なし 

使用副教材 作物、野菜、草花、家畜、食品製造 

科目の目標 農業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化

を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 専門分会活動を通して、自主的にプロジェクト活動を行い、地域の課題を分析し改善に向けた総合的

な知識と技術などの実践的な能力を習得させる。 

２ 自らの課題や主張をまとめて発表することで、思考力・判断力・表現力を育成し、農業の各分野の改

善を図る実践的な能力と態度を育成する。 

３ 主体的に研究・競技活動を行い、農業の技術の習熟を図るとともに、農業の各分野の改善を図る実践

的な能力と態度を育成する。 

学 習 の 

留 意 点 

１ 日頃から自主的に活動し、結果や課題を分析し改善につなげる能力を身に付けること。 

２ 日頃から農業に関わるニュースに関心を持ち、農業経営を具体的な数字で理解すること。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識・技能】 

農業の各分野に関する総合的な知識と技術を体系的・系統的に理解し，身に付けるようとしている。 

【思考・判断・表現】 

農業の各分野における総合的な技術の習熟と，各科目における知識の確認と検証を通して総合的な技術に

関する課題を発見し，環境への配慮や法令遵守などの職業人に求められる倫理観をもって，農業各分野の

専門的な内容について，科学的な根拠などに基づいて創造的に解決する力を身につけようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

農業の各分野における自らの職業生活について考えながら，農業の総合的な知識や技術，経営や管理につ

いて企画力や管理能力，活用技術などを学ぶ中で，農業の各分野への展開と活用を目指し，主体的かつ協

働的に取り組む態度を身につけようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）  

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

４ 振り返りと課題設定 

計画立案 

【思】プロジェクト学習について思考を深め、基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断し、その過程や結果を適切に表現している。 

【思】 

活動観察 

５ 

～ 

10 

20 

６ 

プロジェクト活動実施 

中間発表会にむけた準備 

【態】 プロジェクト学習について関心を持ち、栽培・飼育や環境

調査を主体的、計画的に実施する学習方法について探究しようと

している。 

【知】プロジェクト学習に関する様々な資料や情報を収集し、適切

に選択して活用している。 

【態】 

活動観察 

【知】 

記録点検 

10 

～ 

２ 

20 

６ 

プロジェクト活動実施 【思】 プロジェクト学習について関心を持ち、栽培・飼育や環境

調査を主体的、計画的に実施する学習方法について探究しようと

している。 

【知】プロジェクト学習に関する様々な資料や情報を収集し、適切

に選択して活用している。 

 

【態】 

活動観察 

【知】 

記録点検 

３ 14 プロジェクト活動の振り返

り（評価・反省） 

北北海道実績発表大会にむ

けた準備 

次年度活動に向けた計画立

案 

【態】 プロジェクト学習について関心を持ち、栽培・飼育や環境

調査を主体的、計画的に実施する学習方法について探究しようと

している。 

【思】プロジェクト学習について思考を深め、基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断し、その過程や結果を適切に表現している。 

【知】プロジェクト学習に関する基礎的な知識を身に付け、学習内

容を農業の各分野の内容に結び付けて習得しようとする学習方法

であることを理解している。 

【態・思】 

活動観察 

【知】 

記録点検 

 

- 39 -



教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 総合実習 ２ 必修 １ 農業教員 

 

使用教科書 FFJナビゲーター 

使用副教材 なし 

科目の目標 農業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し 

て，農業の各分野の改善を図る実践的な資質・能力を次のとおり育成することを目 

指す。 

学 習 の 

到 達 目 標 

（1）農業を総合的に捉え体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に 

付けるようにする。 

（2）農業に関する総合的な課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解

決する力を身につけようとしている。 

（3）農業の総合的な経営や管理につながる知識や技術が身に付くよう自ら学び，農業の振興や社会貢献

に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけようとしている。 

学 習 の 

留 意 点 

１ 日頃から自主的に活動し、結果や課題を分析し改善につなげる能力を身に付けること。 

２ 日頃から農業に関わるニュースに関心を持ち、農業経営を具体的な数字で理解すること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

農業の各分野に関する総合的な知識と技術を体系的・系統的に理解し，身に付けるようとしている。 

【思考・判断・表現】 

農業の各分野における総合的な技術の習熟と，各科目における知識の確認と検証を通して総合的な技術に

関する課題を発見し，環境への配慮や法令遵守などの職業人に求められる倫理観をもって，農業各分野の

専門的な内容について，科学的な根拠などに基づいて創造的に解決する力を身につけようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

農業の各分野における自らの職業生活について考えながら，農業の総合的な知識や技術，経営や管理につ

いて企画力や管理能力，活用技術などを学ぶ中で，農業の各分野への展開と活用を目指し，主体的かつ協

働的に取り組む態度を身につけようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 4 ガイダンス 

クラス意見発表大会 

 

【知】クラス意見発表の学習に関する

様々な資料や情報を収集し、適切に

選択して活用している。 

【思】クラス意見発表の学習について

思考を深め、基礎的な知識と技術を

基に合理的に判断し、その過程や結

果を適切に表現している。 

【態】クラス意見発表の学習について

関心を持ち、活動の目標、内容、組織、

歴史、現状及び実践方法について探

究しようとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】プレゼン 

 

【態】活動の記録簿 

５ 

 

12 プロジェクト計画発表会 

校内意見発表大会 

農業クラブ総会 

【知】プロジェクト学習に関する様々

な資料や情報を収集し、適切に選択

して活用している。 

【思】プロジェクト学習について思考

を深め、基礎的な知識と技術を基に

合理的に判断し、その過程や結果を

適切に表現している。 

【態】プロジェクト学習について関心

を持ち、活動の目標、内容、組織、歴

史、現状及び実践方法について探究

しようとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】プレゼン 

 

【態】活動の記録簿 

６ 8 校内技術競技大会 【知】校内技術競技の学習に関する

様々な資料や情報を収集し、適切に

選択して活用している。 

【思】校内技術競技の学習について思

考を深め、基礎的な知識と技術を基

に合理的に判断し、その過程や結果

を適切に表現している。 

【態】校内技術競技の学習について関

心を持ち、活動の目標、内容、組織、

歴史、現状及び実践方法について探

究しようとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】プレゼン 

 

【態】活動の記録簿 

11 ４ プロジェクト中間発表会 【知】プロジェクト学習に関する様々

な資料や情報を収集し、適切に選択

して活用している。 

【思】プロジェクト学習について思考

を深め、基礎的な知識と技術を基に

合理的に判断し、その過程や結果を

適切に表現している。 

【知】活動観察 

 

【思】プレゼン 

 

【態】活動の記録簿 
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【態】プロジェクト学習について関心

を持ち、活動の目標、内容、組織、歴

史、現状及び実践方法について探究

しようとしている。 

２ 6 校内実績発表大会 【知】校内実績発表の学習に関する

様々な資料や情報を収集し、適切に

選択して活用している。 

【思】校内実績発表の学習について思

考を深め、基礎的な知識と技術を基

に合理的に判断し、その過程や結果

を適切に表現している。 

【態】校内実績発表の学習について関

心を持ち、活動の目標、内容、組織、

歴史、現状及び実践方法について探

究しようとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】プレゼン 

 

【態】活動の記録簿 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 農業と情報 ２ 必修 ２ 石田 香蓮 

 

使用教科書 農業と情報 

使用副教材  

科目の目標 農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、農業

に関する情報を主体的に活用するために必要な資質・能力を育成することを目指す。 

（1）農業に関する情報について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に

付けるようにする。 

（2）農業情報の活用に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理的

かつ創造的に解決する力を養う。 

（3）農業に関する情報について主体的に調査・分析・活用ができるよう自ら学び，農業の

振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 農業に関する情報や情報手段を目的に合わせて効果的に使いこなすことができる知 

識と技術を体系的・系統的に理解し，身につける 

２ 情報社会の特徴と農業への先進技術の活用方法などに関心を持ち，且つ情報の活用に

ついて倫理観をもって，科学的な根拠などに基づき創造的に解決する力を養う 

３ 環境保全や農林業の持続的発展に果たす意義や役割に関心をもち，その仕組みや効果

について体系的・系統的に理解できる。 

学 習 の 

留 意 点 

１ 話を聞くときはパソコン機器に触れない。 

２ 授業に関係の無い行動をしない。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

農業と情報に関する知識と技術を体系的・系統的に理解し，農業に関する情報や情報手

段を目的に合わせて効果的に使いこなすことができる 

【思考・判断・表現】 

情報社会の特徴と農業への先進技術の活用方法などに関心を持ち，且つ情報の活用につ

いて倫理観をもって，科学的な根拠などに基づき創造的に解決する力を養う 

【主体的に学習に取り組む態度】 

環境保全や農林業の持続的発展に果たす意義や役割に関心をもち，その仕組みや効果に

ついて体系的・系統的に理解できる。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ ８ ○オリエンテーション 

○自己紹介スライドの作成 

○私たちの生活と農業の情報化 

 情報社会における私たちの生活 

 情報とメディア 

 情報社会とモラル 

【知】農業に関する情報や情報手段を

目的に合わせて効果的に使いこなすこ

とができる。 

【思】情報の活用について倫理観をも

ち科学的な根拠などに基づいて創造的

に解決することができる。 

【主】情報社会と私たちの関わりに関

心をもち，情報社会の仕組みについて

理解できる。 

【知】小テスト 

 

 

【思】課題提出 

 

 

【主】行動観察 

５ ８ ○文章入力 

○社会を支えるコンピュータ 

 コンピュータのしくみ 

 データや情報の表現 

 情報通信ネットワーク 

 インターベネットのしくみ 

 情報セキュリティー 

【知】農業に関する情報を目的に合わ

せて効果的に使いこなすことができる 

【思】コンピュータに関するしくみを

科学的な根拠などに基づいて創造的に

解決することができる。 

【主】社会を支えているコンピュータ

に関心をもち，その仕組みについて理

解できる。 

【知】課題提出 

 

【思】行動観察 

 

 

【主】行動観察 

６ ８ インターンシップ報告会に向けたプレ

ゼン資料の作成 

【知】パワーポイントを目的に合わせ

て効果的に使いこなすことができる。 

【思】インターンシップで学んだこと

についてパワーポイントを用いて表現

することができる。 

【主】プレゼン資料作成の仕組みにつ

いて理解できる。 

【知】行動観察 

 

【思】プレゼンテーショ

ン 

 

【主】行動観察 

７ ８ ○農業情報処理に向けた学習 

 Word、Excel 

【知】農業に関する情報や情報手段を

目的に合わせて効果的に使いこなすこ

とができる。 

【思】Word・PP扱う基礎的な技能を基

に、科学的に捉えて合理的に解決し表

現する創造的な能力を身に付けてい

る。 

【主】Word・PPついて主体的に活用し、 

取り組む姿勢を身に付けようとしてい 

る。 

【知】行動観察 

 

 

【思】課題提出 

 

 

 

【主】行動観察 

８ ７ ○情報社会とモラル 【知】農業に関する情報や情報手段を

目的に合わせて効果的に使いこなすこ

とができる。 

【知】小テスト 
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【思】情報の活用について倫理観をも

ち科学的な根拠などに基づいて創造的

に解決することができる。 

【主】情報社会と私たちの関わりに関 

心をもち，情報社会の仕組みについて 

理解できる。 

【思】課題提出 

 

 

【主】行動観察 

９ ８ ○コミュニケーションと情報デザイン 

 情報表現のためのソフトウェア 

 文書の作成と表現 

 データの集計と視覚化 

【知】農業に関する情報を目的に合わ

せて効果的に使いこなすことができる 

【思】情報デザインに関する基礎的な

知識を基に、科学的に捉えて合理的に

解決し表現する創造的な能力を身に付

けている。 

【主】情報デザインに関心をもち，その

仕組みについて理解できる。 

【知】行動観察 

 

【思】課題提出 

 

 

 

【主】行動観察 

10 ８ ○コミュニケーションと情報デザイン 

 データベースシステムとオープンデ

ータ 

 画像・図形処理ソフトウェアの利用 

【知】農業に関する情報や情報手段を

目的に合わせて効果的に使いこなすこ

とができる。 

【思】画像・図形処理ソフトウェア扱う

基礎的な技能を基に、科学的に捉えて

合理的に解決し表現する創造的な能力

を身に付けている。 

【主】画像・図形処理ソフトウェアつい 

て主体的に活用し、取り組む姿勢を身 

に付けようとしている。 

【知】行動観察 

 

 

【思】課題提出 

 

 

 

【思】行動観察 

 

11 ８ ○専門分会中間発表会に向けたプレゼ

ンテーション資料の作成 

【知】専門分会に関する情報を目的に

合わせて効果的に使いこなすことがで

きる。 

【思】画像・図形処理ソフトウェア扱う

基礎的な技能を基に、科学的に捉えて

合理的に解決し表現する創造的な能力

を身に付けている。 

【主】画像・図形処理ソフトウェアつい 

て主体的に活用し、取り組む姿勢を身 

に付けようとしている。 

【知】行動観察 

 

 

【思】課題提出 

 

 

 

【主】行動観察 

12 ８ ○スマート農業への展望 

 スマート農業の目指す将来 

 システム開発と設計 

 人工知能 

【知】スマート農業に関する知識を目

的に合わせて効果的に使いこなすこと

ができる 

【思】スマート農業関するしくみを科

学的な根拠などに基づいて創造的に解

決することができる。 

【主】スマート農業に関心をもち，その 

仕組みや役割について理解できる。 

【知】小テスト 

 

 

【思】課題提出 

 

 

【主】行動観察 
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１

～

３ 

24 ○P検受検 【知】情報に関する基礎的な知識・技能

を身に付け、情報収集や編集、情報活用

の重要性を理解している。 

【思】情報を扱う基礎的な技能を基に、

科学的に捉えて合理的に解決し表現す

る創造的な能力を身に付けている。 

【主】P検定について主体的に調査・分

析・活用ができるよう自ら学び、主体的

に取り組む姿勢を身に付けようとして

いる。 

【知】小テスト 

 

 

【思】課題提出 

 

 

【主】行動観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

 農業 作物 ２ 必修（生産科学コース） ２ 滝 澤 ジェス 

 

使用教科書 作物（実教出版） 

使用副教材 なし 

科目の目標 農業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，作物の生産と経営に

必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

学 習 の 

到 達 目 標 

（1）作物の生産と経営について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術 

を身に付けるようにする。 

（2）作物の生産と経営に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者とし 

て合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

（3）作物の生産と経営について生産性や品質の向上が経営発展へつながるよう自ら 

学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

学 習 の 

留 意 点 

１ 作物の観察を中心に座学や実験実習を並行するので、記録ノートや配布物を必ず持参すること。 

２ 作業の記録や観察事項を正確に記録し、基礎基本的な栽培に関する知識や技術を学習すること。 

３ 地域の稲作の現状を理解し、これからの稲作経営のポイントとなる事項を考察できるように学習する

こと。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

作物の生産と経営に関するプロジェクト学習を通して，作物の 生理・生態や生育環境などの作物生産

に必要な知識と技術，作物生産の計画，管理，評価 などの作物経営に関する知識と技術を体系的・系統

的に理解し，身に付けるようとしている。  

【思考・判断・表現】 

作物の生産と経営に関して，生産技術や生産工程，経費や流 通・販売方法などの生産や経営に関する

課題を発見し，地域の作物経営の実践事例や作物 生産が果たす社会的な意義と役割などを踏まえるとと

もに，環境への配慮や法令遵守など， 職業人に求められる倫理観をもって，科学的な根拠などに基づい

て創造的に解決する力を 身につけようとしている。  

【主体的に学習に取り組む態度】 

作物の生産と経営の学習を通して，作物生産が人々の健康と生 命の維持に直結し，暮らしを守ること

や，人々の暮らしを豊かにする素材を提供するという社会的な役割を担っていることを理解し，品質と生

産性の向上を図るとともに，安全で 安心できる作物の生産と経営を目指し，その振興や社会貢献に主体

的かつ協働的に取り組む態度を身につけようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

６ ガイダンス 

・プロジェクト学習計画 

・有機認証について 

 

【知】作物の基本的な生育特性や栽培

技術を理解している。 

【思】生育状況や施肥設計および栽培

環境が生育状態や収量にどのような

影響を与えるのか研究する。 

【態】研究における仮説を立て、その仮

説を立証できる計画を立案できてい

る。 

 

【知】活動観察 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動の観察 

４ 

 

5 作物の栽培特性（農業生産工程管理） 

・トウモロコシ 

・ジャガイモ 

・ダイズ 

【知】作物の播種の知識と技術を理解

している。 

【思】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの栽培方法を理解し、実行するこ

とができる。 

【態】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの播種について興味・関心を持ち、

初期生育について意欲的に学習して

いる。 

【知】定期テスト 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 

５ 

６ 

6 作物の栽培技術（播種） 

・トウモロコシ 

・ジャガイモ 

・ダイズ 

【知】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの栽培技術を理解し、播種・定植を

できる。 

【思】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの最適な播種、定植タイミングを

判断することができる。 

【態】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの栽培技術に関心を持ち、積極的

に組んでいる。 

【知】定期テスト 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 

6 

7 

11 作物の栽培特性（生育調査） 

・トウモロコシ 

・ジャガイモ 

・ダイズ 

【知】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの生育調査の意義を理解してい

る。 

【思】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの基本的な生育調査の方法を身に

付けている。 

【態】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの生育について興味・関心を持ち、

意欲的に学習している。 

【知】定期テスト 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 

7 8 作物の栽培管理 

・トウモロコシ 

・ジャガイモ 

・ダイズ 

【知】作物の状態を適切に判断して防

除、追肥ができる。 

【思】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの除草、防除について最適なタイ

ミングを判断できる。 

【知】定期テスト 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 
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【態】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの栽培管理について関心を持ち、

積極的に学んでいる。 

8 9 作物の栽培管理（生育調査） 

・トウモロコシ 

・ジャガイモ 

・ダイズ 

【知】栽培管理の基礎的な知識・技術を

身に付け、栽培環境との関連につい

て理解している。 

【思】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの生育調査で得られたデータから

次の管理について判断できる。 

【態】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの生育調査について積極的に取り

組めている。 

【知】定期テスト 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 

9 12 作物の収穫調整 

・トウモロコシ 

・ジャガイモ 

・ダイズ 

【知】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの収穫後の乾燥、調整方法につい

て理解している。 

【思】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの生育状態から最適な収穫タイミ

ングを判断できる。 

【態】トウモロコシ、ジャガイモ、ダイ

ズの収穫調整に必要な機械や道具に

関心を持ち、積極的に学習している。 

【知】定期テスト 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 

10 6 販売実習 

・マルシェの運営 

【知】マルシェの運営の方法を身につ

け、実行することができる。 

【思】マルシェでの接客方法や販売に

ついて理解し、よりよい販売方法を

判断することができる。 

【態】マルシェについて興味・関心を持

ち、運営について意欲的に取り組ん

でいる。 

【知】定期テスト 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 

11 

12 

8 プロジェクト学習のまとめ 

 

【知】作物の基本的な知識を身に付け

ている。 

【思】作物の収量試験の結果を分析し

て考察してまとめる。 

【態】わかりやすい発表をするための

努力をしている。 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 

1 

2 

3 

3 ・有機認証の重要項目 

・１年間のまとめ 

・次年度について 

【知】有機認証の基礎を身につけ、管理

実行することができる。 

【思】１年間の成果についてデータを

まとめ、評価することができる。 

【態】次年度に向けての準備について

興味、関心をもち、積極的に春の準備

を行う。 

【思】ワークシート 

 

【態】活動観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 畜産 ２ 必修 ２ 宮 川   拓 

 

使用教科書 畜産（実教出版） 

使用副教材 めん羊・山羊技術ハンドブック 

科目の目標 農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、家畜

の飼育と畜産経営に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ めん羊のライフサイクルと飼養管理技術を習得できる。 

２ 乳牛の品種特性とライフサイクルを理解できる。 

３ 粗飼料の栽培管理及び収穫・貯蔵方法について理解できる。 

４ 家畜の生理・生態的な特性と消化器官に関する知識を習得できる。 

５ めん羊の生殖生理を学び、繁殖管理及び分娩管理技術を習得できる。 

６ めん羊の哺育時の体調管理と栄養について理解できる。 

学 習 の 

留 意 点 

１ めん羊の管理実習では、怪我をしないよう常にめん羊の行動に注意し安全に実習をお

こないます。 

２ 畜産（酪農）に興味・関心を持ち、日本の畜産情勢を数字で把握できる数字力を身に

つける。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

家畜の特徴や役割、畜産経営について体系的・系統的に理解するとともに、生産性や品

質の向上が経営発展へ繋がるような関連する技術を自ら学び、めん羊での管理作業や飼養

管理を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

家畜の飼育と畜産経営に関する諸課題の解決を発見し、農業や農業関連産業に携わる者

として合理的かつ創造的に解決できている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

めん羊の飼育と畜産経営について生産性や品質の向上が経営発展へつながるよう自ら

学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
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年間学習計画 

評価の観点（【知】：知識・技能 【思】思考・判断・表現 【態】主体的に取り組む態度）  

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

２ ガイダンス 

〇めん羊の起源と品種特性 

〇畜産の意義 

〇家畜の種類 

【知】家畜化の合理的な目的に関する知識

を身に付け、理解している。 

【思】めん羊の基礎的な歴史と生態を理解

し、説明できる。 

【態】家畜の種類を区別できるよう興味・

関心を持ち、主体的に取り組もうとしてい

る。 

【知】観察・ワークシート 

【思】ワークシート 

【態】観察・ワークシート 

 

４ ４ 家畜の保定技術 

〇安全な保定方法 

【知】危機管理を意識し、適切にめん羊の

保定をする技術を身に付ける。 

【思】めん羊の様子を観察して課題を発見

し、解決している。 

【態】めん羊を安全に保定しようと主体的、

協働的に取り組もうとしている。 

【知】観察・ワークシート 

【思】ワークシート 

【態】観察・ワークシート 

 

５ ８ 家畜の飼養管理技術 

〇家畜の一生 

〇畜産器具の種類と役割 

【知】羊舎管理における畜産器具の基礎的

な知識を身に付け、役割を理解している。 

【思】家畜によっての飼養管理技術の違い

について考え、説明することができる。 

【態】家畜の飼養管理に興味・関心を持ち、

主体的に取り組もうとしている。 

【知】観察・ワークシート・

定期考査 

【思】ワークシート・定期考

査 

【態】観察・ワークシート・

定期考査 

６ ８ 乳牛の特徴 

〇乳牛の一生 

〇乳牛の品種と飼育特性 

〇乳牛の理想の体型 

【知】乳牛での飼養管理や搾乳関連の知識

を身に付けている。 

【思】乳牛のライフサイクルや生態に関す

る課題を発見し、品種と飼育特性を科学的

根拠に基づいて創造的に解決している。 

【態】乳牛の理想体型の情報収集と分析を

主体的に取り組もうとしている。 

【知】ワークシート 

【思】ワークシート 

【態】観察・ワークシート 

 

７ ８ 粗飼料の栽培管理及び収穫 

〇粗飼料の種類 

〇粗飼料の栽培方法 

〇粗飼料の収穫方法 

【知】粗飼料の生産について基礎的な知識

を身に付け、収穫作業技術を身に付けてい

る。 

【思】粗飼料の種類と適した栽培環境を判

断している。 

【態】粗飼料について興味・関心を持ち、主

体的に取り組もうとしている。 

【知】観察・ワークシート 

【思】ワークシート 

【態】観察・ワークシート 

 

８ ４ 家畜の繁殖技術 

〇兆候の分娩の仕組み 

〇人工授精技術 

【知】よい繁殖環境や方法について畜産経

営の観点から関連する知識を身に付ける。 

【思】発情の特徴を踏まえ、受精適期を合

理的に判断している。 

【態】繁殖生理が畜産経営の発展へつなが

るよう自ら学び、主体的に取り組もうとし

ている。 

【知】観察・ワークシート 

【思】ワークシート 

【態】観察・ワークシート 
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９ ８ 畜産の食糧供給における役割 

〇畜産の関わる仕事 

〇畜産経営の役割 

【知】国内と世界の畜産物の自給率の違い

やその背景についての知識を身に付け、日

本の畜産と食料との関係を理解している。 

【思】畜産物の自給率と関連づけて畜産経

営の課題を発見し、解決しようとしている。 

【態】畜産経営の計画を自ら学ぼうとして

いる。 

【知】観察・ワークシート・

定期考査 

【思】ワークシート・定期考

査 

【態】観察・ワークシート・

定期考査 

 

10 ６ めん羊の線虫の特性 

〇線虫の種類 

〇線虫が家畜に及ぼす影響 

〇線虫被害の予防方法 

【知】駆虫の趣旨を理解し、実施するうえ

での技術を身に付け、理解している。 

【思】線虫の家畜への影響、被害を解決し

ようとしている。 

【態】線虫の効果的な予防について主体的

に取り組もうとしている。 

【知】観察・ワークシート 

【思】ワークシート 

【態】観察・ワークシート 

 

11 ８ 家畜の生理特性と消化器官 

〇反芻動物の消化器官 

〇第一胃の役割 

【知】家畜の消化器官と消化の過程を正し

く理解している。 

【思】消化器官の相互の関係を適切に表現

している。 

【態】反芻動物の消化器官の特性、ルーメ

ン内の環境を踏まえた飼養管理を協働的に

取り組もうとしている。 

【知】観察・ワークシート・

定期考査 

【思】ワークシート・定期考

査 

【態】観察・ワークシート・

定期考査 

 

12 

 

６ 家畜の生殖生理と繁殖管理 

〇ホルモンの種類と働き 

〇分娩予定日と計算方法 

【知】分娩に関する基礎的な知識を身に付

け、理解している。 

【思】めん羊の交配時の注意点を考慮し、

交配日の確認から分娩日を正しく判断して

いる。 

【態】めん羊の生殖生理について主体的に

取り組もうとしている。 

【知】観察・ワークシート 

【思】ワークシート 

【態】観察・ワークシート 

２ 

３ 

８ 家畜の哺育管理 

〇初乳の重要性 

〇去勢 

〇断尾 

【知】哺育管理が今後の生育に及ぼす影響

について基礎的な知識を身に付けている。

【思】哺育管理における留意点について判

断することができる。 

【態】環境変化に対応した哺育管理方法に

主体的かつ協働的に取り組もうとしてい

る。 

【知】観察・ワークシート・

定期考査 

【思】ワークシート・定期考

査 

【態】観察・ワークシート・

定期考査 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 農業機械 ２ 必修（生産科学コース） ２ 宮 川   拓 

 

使用教科書 農業機械（実教出版） 

使用副教材 なし 

科目の目標 農業機械の取り扱いと維持管理に必要な知識と技術を習得させ、機械の構造と作業上の

特性を理解させるとともに、農業機械の効率的な利用を図る能力と態度を育てる。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 農業機械の利用と機械化の意義を理解する。 

２ 農業機械（歩行用トラクタ・乗用トラクタ等）の特徴と安全な機械操作に関する知識

を身に付ける。 

３ 農業機械の作業上の特性と安全確保について理解し、農業機械の操作と利用に関する

知識と技術を習得する。 

４ ４サイクルガソリン（ディーゼル）エンジンの原理と構造を理解し、維持管理する整

備技術を習得する。 

５ 作業機の種類と特徴を理解し、利用法を身に付ける。 

６ 電動機の種類と特徴を理解し、安全な運転と取り扱い方を身に付ける。 

学 習 の 

留 意 点 

トラクタ実習では誤った操作方法により大きな事故につながる危険があるため、常に周

囲の状況を確認し安全操作ができるよう心がけること。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識・技能】 

農業機械の取り扱いと農業経営について体系的・系統的に理解するとともに、農業機械

の特性と操作方法、運転の仕方を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

農業機械の運用と農業経営に関する諸課題の解決を目指して思考を深め、基礎的な知識

と技術を基に、課題を適切に判断するとともに、科学的に捉えて合理的に解決し表現する

創造的な能力を身に付けている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

農業機械の取り扱いと農業経営に関する内容を自ら学び、農業機械の利用と農業経営に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
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年間学習計画 

評価の観点（【知】：知識・技能 【思】思考・判断・表現 【態】主体的に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

９ 機械化の意義 【知】農業機械の利用・特徴について基礎

的な知識を身に付け、理解している。 

【思】地域の農業経営、機械の利用に関す

る課題を発見し、科学的根拠に基づいて

創造的に解決している。 

【態】農業機械の特徴について興味・関心

を持ち、分析を行い主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

【知】観察・プリント 

 

【思】プリント 

 

 

【態】観察・プリント 

 

５ 

 

12 農業機械（歩行用・乗用トラクタ等）の種類

と特徴 

【知】農業機械の種類の基礎的な内容を理

解しているとともに、正しい操作の知識

を身に付けている。 

【思】近年の農業機械に関する諸課題の解

決を発見し、創造的に解決している。 

【態】農業機械の種類について情報収集と

分析を主体的に取り組もうとしている。 

【知】観察・プリント・定期

考査 

 

【思】プリント・定期考査 

 

【態】観察・プリント・定期

考査 

６ 10 農業機械（歩行用・乗用トラクタ等）の運転

操作の基本 

【知】農業機械の操作の基本について理解

しているとともに、操作方法の技術を身

に付けている。 

【思】運転操作に関する諸課題の解決を発

見し、解決している。 

【態】トラクタの運転操作、操作手順につ

いて自ら学び主体的に協同的に取り組も

うとしている。 

【知】観察・ワークシート 

 

 

【思】プリント 

 

【態】観察・プリント 

 

７ 

８ 

11 農業機械の安全作業な取り扱い 【知】農業機械を適切かつ安全に操作する

知識を身に付け、理解している。 

【思】農作業中の安全に関する諸課題の課

題を発見し、創造的に解決している。 

【態】農業機械の危険性について地域の実

態を踏まえ、自ら学び、主体的かつ協働

的に取り組もうとしている。 

【知】観察・プリント 

 

【思】プリント 

 

【態】観察・ワークシート・

プリント 

９ 

10 

７ 内燃機関の潤滑装置 【知】内燃機関に関する基礎的な知識を身

に付け、理解している。 

【思】内燃機関の原理と構造について説明

できる。 

【知】観察・定期考査 

 

【思】プリント・定期考査 

 

 

- 54 -



【態】内燃機関の正しい取り扱いついて自

ら分析し、主体的かつ協働的に取り組も

うとしている。 

【態】観察・プリント・定期

考査 

11 ８ 作業機の種類と特徴 【知】作業の種類と用途、作動原理や脱着、

操作について理解しているとともに操作

技術を身に付けている。 

【思】作業とその操作について科学的に捉

えて合理的に解決し表現する創造的な能

力を身に付けている。 

【態】作業機に関する基礎的な操作技術を

主体的かつ協働的に取り組もうとしてい

る。 

【知】観察・ワークシート・

プリント・定期考査 

 

【思】プリント・定期考査 

 

 

【態】観察・ワークシート・

プリント・定期考査 

 

12 

１ 

９ 燃料系統・点火装置・冷却装置 【知】各装置の種類特性、構造を理解して

いる。 

【思】動力伝達に関する諸課題の解決を目

指し、科学的根拠に基づいて解決してい

る。 

【態】４行程サイクルや燃料の違いについ

て自ら学び、主体的に取り組もうとして

いる。 

【知】観察・プリント 

 

【思】プリント 

 

 

【態】観察・プリント 

 

２ ４ 農業機械の整備と工具 【知】工具の種類、正しい取り扱い技術を

理解している。 

【思】整備点検に関する諸課題の解決を目

指して思考を深め、その過程や結果を適

切に表現している。 

【態】整備と工具に関する行程や手順、使

い方について主体的に取り組もうとして

いる。 

【知】観察・プリント・定期

考査 

【思】レポート・定期考査 

 

 

【態】観察・ワークシート、・

プリント・定期考査 

３ ５ 電動機の種類と特徴 【知】電動機についての基礎的な知識を身

に付け、理解している。 

【思】電動機に関する行程や構造について

適切に表現している。 

【態】電動機に特徴について主体的に取り

組もうとしている。 

【知】観察・プリント 

 

 

【思】プリント 

 

【態】観察・プリント 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

外国語 食品製造 ２ 必修 ４ 片山 石田 

 

使用教科書 食品製造 

使用副教材  

科目の目標 農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、食品

製造に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 食品製造について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるよ

うにする。 

(2) 食品製造に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

(3) 食品製造について生産性や品質の向上が経営発展へつながるよう自ら学び、農業の進

行や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 実験・実習をとおして、食品の特性と加工原理を理解し実践することができる。 

２ 食品や製造機械、器具の安全な取り扱いについて実践することができる。 

３ 食品衛生上の危害発生の防止方法について理解し、実践することができる。 

学 習 の 

留 意 点 

１ 製造実習は食品加工ノートを準備し実習の目的を記入してから実施すること。 

２ 製造実習は自己の健康管理を含め、衛生管理を徹底し、事故に十分注意すること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

食品製造に関するプロジェクト学習をとおして基本的な知識を身に付けるとともに、製造

原理や原材料の特性などを理解し実践することができる。 

【思考・判断・表現】 

実習における自分の役割を理解し、周囲と協力しながら意欲的に実習に取り組むことがで

きる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

教科内プロジェクトのテーマから自分自身の課題を設定し解決に向けて実践することが

できる。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

５ 

20 〇オリエンテーション 

〇課題の設定と計画 

〇HACCPの手法を取り入れた衛生管理

技術の習得 

【知】食品製造における課題を設定し

記入することができる。 

HACCPに関する基礎的な知識を身に

付け、その知識を適切に活用している。 

【知】活動観察 

ノート提出 

６ 

７ 

25 〇プロジェクト学習「本校実習製品の

安定生産にむけた技術の習得」 

・菓子パンの製造技術習得 

・パンの原料とその特性を理解する 

・生地の分割・丸めの工程を実践する 

○ジンギスカンの製造 

・羊肉の特徴を活かす加工方法を検討 

・スライスの厚さと加熱後の硬さにつ

いて検証する。 

○ソーセージの製造 

・製造工程と留意点について実践する。 

【思】協力しながら積極的に活動でき

る。 

【主】課題解決に向けて、常に探究する

姿勢をもち取り組むことができ

る。 

【知】食品製造に関する基礎的な技術

を身に付け、その技術を適切に

活用している。 

【思】活動観察 

【主】活動観察 

【知】ノート提出 

８ 

９ 

 

21 〇プロジェクト学習「本校実習製品の

安定生産にむけた技術の習得」 

・パウンドケーキ製造技術及び機器の 

操作方法の習得 

・ソーセージ製造技術と機器の操作方 

法の習得 

 

 

 

 

【思】協力しながら積極的に活動でき

る。 

【主】課題解決に向けて、常に探究する

姿勢をもち取り組むことができ

る。 

【知】食品製造に関する基礎的な技術

を身に付け、その技術を適切に

活用している。 

【思】活動観察 

【主】活動観察 

【知】ノート提出 

10 16 〇プロジェクト学習「本校実習製品の

安定生産にむけた技術の習得」 

・パウンドケーキ（チョコチッ 

プ、くるみ）の製造 

・羊肉を使用したソーセージ製造技術 

を習得する。 

 

 

  

【思】意欲的に取組み、周囲と協力しな

がら学習に取り組むことができ

る。 

【知】食品製造に関する基礎的な技術

を身に付け、その技術を適切に

活用している。 

【思】活動観察 

【知】ノート提出 
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11 

12 

21 〇農産物の加工 

・ジャムの製造技術習得と製造の原理 

を理解する。 

・食品の貯蔵法 

 食品の各種貯蔵法の原理とその方法  

 を学ぶ 

○精肉の加工 

・精肉のスライスを安全に実施する 

・製造機器の取扱を覚える 

【思】意欲的に取組み、周囲と協力しな

がら学習に取り組むことができ

る。 

【知】食品の貯蔵法の種類とそれらの

方法に関して思考を深め、基礎

的な知識と技術を基に合理的に

判断し、その過程や結果を適切

に理解している。 

【思】活動観察 

【知】ノート提出 

 

１ 

２ 

 

 

21 ○プロジェクト学習「本校実習製品の

安定生産にむけた技術の習得」 

・スモークチキンの製造技術の習得と 

鶏肉の部位による特徴を理解する。 

・マルシェ販売に向けてパウンドケー 

キの製造技術を安定化させる。 

【主】課題解決に向けて、常に探究する

姿勢をもち取り組むことができ

る。 

【主】活動観察 

 

3 

 

16 ○食品添加物 食品添加物の種類と用

途 

【知】食品添加物の種類とその用途に

ついて理解し、実践することが

できる。 

【知】ノート提出 
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